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男性バス乗務員の保健行動と健康意識の検討

健康実態アンケー卜より
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目的　男性バス乗務員の保健行動と健康意識との関連について質問紙調査にて検討した。

方法　保健行動に関しては，食事，運動など11項目について，健康意識に関しては健康について

の意識，病気に対する不安，健康に関して身につけたい情報などについて調査し，age

matchingした同社事務系職員の回答結果とχ2検定を用いて比較検討した。

成績　1.　バス乗務員は，事務系職員と比較して，3食をきちんととらない，一日平均歩行時間

が1時間未満，スポーツの実施が週1回未満，一日平均睡眠時間が7時間未満と回答した

者の比率が有意に高かった。

　2.　健康意識においては，バス乗務員の8割以上が，関心を持っていると回答した。

　3.　バス乗務員においては骨関節に不安を感じている回答者の比率が事務系職員と比較し

て有意に高かった。

　4.　バス乗務員は，食生活，病気と予防法についての知識の要求度が高かった。

結論　バス乗務員は，健康に関する意識は高いが，不規則な勤務形態による食事習慣の乱れや睡

眠不足，運転席という狭い空間での勤務による歩行や運動の不足を自覚しており，健康意識

と実際の保健行動との格差を認めた。

　以上より，その格差を埋めるための健康指導の体制の整備の必要性が考えられた。
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